
■岬のニッコウキスゲに魅了！　～行合﨑海岸自然観察会～

　6月27日（土）、午前は行合崎海岸、午後は「道の駅風合瀬イカ焼

プに分かれ、参加者15名（ガイド8名、一般参加者7名）で、海岸植物

を中心に自然の観察を楽しみました。

　ハマボッス、キリンソウ、スカシユリ、エゾオオバコ、トウオオバコ

ノハナショウブ、スナビキソウ、ハマダイコン、オカヒジキなど多種多

様の植物のほか、岬先端付近ではニッコウキスゲが一面に咲き広がる独

特の景色を、みることができました。また、ミサゴの巣や海岸の形成過

程など植物以外についても知ることができました。

風のある曇空の下でしたが、木村洋志、石戸谷芳子　両講師の2グルー

き村」の磯において、ガイド会自主研修の自然観察会を行いました。

　参加者は、海岸の植物のことを、

楽しく知ることができた。

また家族と来たい、などと話して

いました。

　◆執筆担当：長内　宏明
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5月10日

5月31日

6月15日

6月26日

6月27日 総勢15名

ガイド会活動日誌

センター主催東岳トレッキング

活　動　内　容 担当ガイド

センター主催新緑トレッキング

センター主催初夏の花旅ｉｎ森吉山 VG：鈴木・木村

県主催自然ふれあいボランテアガイド研修 会員14名参加

VG：米谷・須々田

講師：鈴木・VG：須々田

　

今回の研修を受け、今後のガイドに活かしていきたいものです。

危急時対応講習会を受講　～県主催ボランティアガイド研修会～

ガイド会自主研修　行合﨑自然観察会

されました。

6月26日、アクアビレッジANMONにおいて、県自然保

護課主催の自然ふれあいボランティアガイド研修会が開催

今年度から実施されている「白神ベース2026」と共催し

当日は、総勢40名の参加者があり内、ガイド会メンバーは

13名でした。

白神山地をフィールドに山歩き危急時対応について座学と

実技を交えた講習会で、地元白神山地ガイド会所属の2人

及びモンベルガイド2人が講師となり説明を受けました。

登山ガイド中、病気・ケガ・事故などにより、人の生命に

危険が差し迫っている状態や一刻を争う非常に危険な状態

の時に、どのように対応するかが当講習会のメインテーマ

です。

コミニュケーション能力）が大事であることを強調していました。

いろいろな危急時のケースについて実技など交え指導を受

けました。・足がつった、・蛇に噛まれた、・蜂がとんで

きた、・足をくじいてしまった、・マダニにかまれた、

・転倒し傷口から出血した、・体が傾いて歩く人等々。

実際に巻き付けて足首が動かないことを実感しました。

例えば足をくじいた場合は、冷やしてテーピングしますが、そのテーピングの仕方についてグループ毎に

また、自力で歩けない方をサポートするため、スリングを利用する方法も教わり、積極的にマスターしよ

うと頑張りました。危急時に陥らないために、出発前の準備、出発後のガイデｨング技術（安全管理能力・

なお、「白神ベース2026」は、今年、10回の講座があります。

詳しくは白神山地ビジターセンターホームページをごご覧くださ

い。一緒に受講しました加藤貴子さん（五所川原市）が、当会

へ新規に加入されました。昨年4月からボランテアガイドの委嘱

を受けていました。　

これから宜しくお願いします。

◆テーピングの仕方

◆スリングの組み方
◆スリングの利用法◆実際にやってみる








